
「自主・自律・連帯」３月号 ～夢に向かって～ 

 

 本年１月１日、「令和６年能登半島地震」が発生し、家屋の倒壊や津波による甚大な被害があり、

死者や負傷者、行方不明者など多数の方々が被害に会われました。  

 東南海地震・南海地震を含む南海トラフ地震は、今後30年以内に発生する確率が70％から80％も

あり、地震が起きると震度７の激しい揺れや10メートルを超える大津波に太平洋沿岸地域が襲われる

と予想されています。 

 西部地域がどのような状態になるのかを事前に理解しておき、有事の際に適切な行動をとること

で、地震や津波による人命被害を最小限のものにしなければなりません。 

 地域の防災について考える貴重な機会ですので、一人でも多くの皆さんに講演会にご参加いただけ

ますようお願いいたします。 

〇日時  令和６年３月19日（火） 午後７時30分～ 

〇会場  西部センター ２階集会室 

〇講師  小池 信昭 先生（和歌山工業高等専門学校 教授） 

【講演内容】 

 令和６年能登半島地震では、過去の大地震とは揺れ方に異なる特徴がみられました。1995年阪

神大震災、2016年熊本地震とこれまでに発生した大地震でもそれぞれ異なった特徴がみられま

す。 

 これらを想定されている南海トラフ地震の特徴と比較してみることで、来るべき地震に対して

備えることができます。同様の津波についても、過去の様々な津波に比べて南海トラフ地震によ

る津波がどのような特徴を持っているのかを説明します。 

〇駐車場  西部センター前広場、もとまち保育所、天神児童館前駐車場 

〇主催   西部地区防災訓練実行委員会 

〇問合せ  西部センター  ℡ ２２－０６９３ 

 校庭の木々の芽のふくらみにも、春の訪れが感じられる季節となりました。地域・保護者の皆さま方

におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、３月に入り、中学校では卒業の時を迎えました。今年の卒業生は85人です。それぞれが自分の

夢に向かって力強く歩んでいってほしいと思います。 

◇令和５年度学校アンケートを実施しました 

 明洋中学校では、毎年保護者の方々を対象に学校アンケートを実施しています。いただいたご意見を

これからの教育活動に生していきたいと思います。一部抜粋して紹介します。 

 A よくあてはまる    B ややあてはまる  

 C あまりあてはまらない D まったくあてはまらない 

 E わからない                                           （％） 

項 目 A B C D E 

「自主・自律・連帯」の校訓を生かした教育活動を行っ
ている 40 46 2 0 13 

学校は、いじめや暴力等の防止に努めている 34 44 9 1 13 

学校は地震などの避難体制を整え、安全教育に努めてい
る 43 43 2 0 11 

子供は、学校の授業を意欲的に受けている 33 42 9 3 13 

子供は、毎日学校行くのを楽しみにしている 35 46 7 4 8 

◇プロダンサーによるダンス授業を行いました 

 １月22日（月）～26日（金）、

体育でプロダンサーのAIさんと

TOMOEさんに来ていただいて、ダン

ス授業を行いました。振り付けは

本格的で難しいところもありまし

たが、みんな生き生きとした表情でとても楽しそうに踊っていました。 

◇第75回卒業証書授与式 

 ３月７日（木）、本校体育館にて、第75回卒業証書授与式を行います。今年度はコロナ前に戻しての

実施となります。 

 ○来賓は田辺市教育委員会、市長部局など13名を予定 

 ○保護者の出席は制限なし、在校生は全員参加 

 ○卒業証書は、卒業生全員に舞台で一人ひとり授与 

地域・保護者の皆さま方 

 本年度１年間ありがとうございました。 

 来年度もよろしくお願いいたします 

            明洋中学校職員一同 



田辺第三小学校 「清心自立」 ２月号 防災リーダー研修会を開催しました❢ 

◆1年生 昔遊び体験 ～学社融合推進事業～ 

 西部老人クラブ及び町内会の皆様方にご協力をいただき、昔遊

びを体験しました。 

 子供たちは、「名人」に教わりながらお手玉、けん玉、竹とん

ぼ、おはじき、あやとり、こま回しに挑戦し、楽しみました。 

 参加していただいた方から、「子供たちと遊んで若返ったよ」

というお声もあり、有意義な時間になりました。 

 ありがとうございました。 

◆４年生 福祉学習 

 視覚障がいのある方をお招きし、盲

導犬との生活の様子をお話していただ

きました。 

 また、アイマスク体験を行い、視覚

障がいに対する理解を深めるととも

に、介助の仕方を学習しました。 

 「どこに階段があるのか、いつ終わるのかを伝えるのが難しかった。」 

 「目の見えない人の気持ちが少しわかった。」 

 「視覚障がいの人はこんな生活をしているんだと思ってびっくりした。これから目の見えない人がい

たら積極的にお手伝いしたい。」と、子供たちはしっかり学習していました。 

◆4年生 江川津波避難タワー見学 

 非常時の設備や避難場所の過ごし方について教わりました。 

 中でも「過ごし方のルールは避難してきた人たちで話し合って決め

る」ということが印象的でした。 

 

◆３月～４月の主な予定 

 ３月１日（金） 明るい笑顔街いっぱい運動  ６年生を送る会 

 ３月15日（金） お別れ遠足（６年） 社会見学（３年） 

 ３月19日（火） 給食最終日  卒業式会場設営（５年生・職員）午後から 

 ３月20日（水） 春分の日 

 ３月21日（木） 第135回 卒業証書授与式（9：30 開式 10：30閉式予定） 

 ３月22日（金） 修了式 

 ３月29日（金） 離任式 

 ４月８日（月） 入学式・始業式 

 ４月26日（金） 遠足 

 1月30日（火）、西部センター２階集会室において

西部地区防災訓練実行委員会主催の防災リーダー研

修会を開催しました。 

 講師には田辺消防署から救急救命士の楠本光浩さ

ん、女性消防団の分団長の植本さん、団員の濱地さ

んにお越しいただき、心肺蘇生法とＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取扱について、ご指導をい

ただきました。 

 参加された方たちは、万一の事態に備え真剣な眼差しで実技に取り組み、疑問点については積

極的に質問し、有意義な研修となりました。 

自分ごとと考え、地震に備えましょう❢ 

 令和６年１月１日に発生した石川県能登地方を震源とする地震により、各地で甚大な人的・物

的被害が発生しています。 

 田辺市でも南海トラフを震源とする地震が懸念されています。地震を含む自然災害は、もはや

他人事ではありません。 

 大きな災害が発生すると行政などからの支援には時間がかかる場合があります。そのため、被

害をできるだけ少なくするために、自分を守る「自助」と地域や身近にいる人同士が助け合う「共助」

がとても重要となってきます。 

  

 〇 避難バッグや備蓄品の準備 

 〇 避難場所や避難経路の確認 

 〇 自宅内や自宅周辺の安全確保 

 〇 ご家族同士の安否確認方法 

 

など事前の「自助」は十分にできていますか。 

 

 地震はいつ起こるかわかりません。 

 自分や大切な人を守るために、各自で災害が起こる前に準備しておきましょう。 


